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1 漸化式 an`1 “ 2an ´ 6 pn “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ qおよび a10 “ 262を満たす数列 tanuの初項 a1 を求めよ．

2 z4 “ ´8 ` 8
?

3iを満たす複素数 zのうち，実数部分が最大であるものを求めよ．

3 次の問いに答えよ．

⑴ y “ x `
1
x
とおく．xの 4次方程式 2x4 ´ 9x3 ´ x2 ´ 9x ` 2 “ 0から yの 2次方程式を導け．

⑵ ⑴を利用して，方程式 2x4 ´ 9x3 ´ x2 ´ 9x ` 2 “ 0を解け．

⑶ xの 6次方程式

x6 ` 2x5 ´ 38x4 ` 228x2 ` 72x ´ 216 “ 0 ¨ ¨ ¨ (＊)

を考える．ある定数 αに対し，z “ x `
α

x
とおくとき，(＊)から zの 3次方程式を導くことができる．

（3-1） 適切な αの値を求めよ．

（3-2） (＊)を解け．

⑷ y “ x `
1
x
において，xが実数となるような実数 yの値の範囲を求めよ．

⑸ xの 4次方程式 x4 ` ax3 ` bx2 ` ax ` 1 “ 0の解 xがすべて実数解となるような実数の定数 a，bの条件を
求め，ab平面上に図示せよ．
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4 xy平面において，実数 θに対し，x座標と y座標がそれぞれ
$

&

%

X “ ekθ cos θ

Y “ ekθ sin θ

で与えられる点 PpX, Yqを考え，θが実数全体を動くとき，Pが描く曲線を C とする．ただし，kは正の定数である．

⑴ 点 Pにおける C の接線 lの方向ベクトルを 1つ求め，X，Y，kを用いて（θを含まない形で）表せ．

⑵ 点 Pにおける C の法線（Pを通り lに直交する直線）の方程式を求め，係数に θを含まない形で表せ．

⑶ 実数 tに対し，x座標と y座標がそれぞれ

$

&

%

U “ ekt cos t

V “ ekt sin t

で与えられる点 QpU, Vqを考える．θ´ tが πの整数倍でないとき，Pにおける C の法線と Qにおける C の法
線の交点 Rの x座標を求め，θ，t，kを用いて表せ．

⑷ θを固定し，tを限りなく θに近づけるとき，点 Rが限りなく近づく点 Sの座標を求め，θ，kを用いて表せ．

⑸ θが実数全体を動くとき，点 Sが描く曲線が C と一致するような kの値は存在するか．理由とともに答えよ．
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